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1. はじめに 

NIE（Newspaper in Education）は，新聞を教材として活

用する取り組みのことであり，小学校や中学校を中心に

幅広い教育機関で実施されている．各地域の NIE 推進協

議会が発行している小学校での実践報告[1]には，地域学

習の一環として地元や周辺地域に関する記事を用いて

NIE を実践する例が多いことや，NIE を継続的に行うこ

とで，児童の読解力・語彙力や社会への興味関心が向上

することなどが述べられている． 
小学校での NIE では，各新聞社が発行している紙媒体

の新聞や Web ニュースを使用している．しかし，これら

の記事には，児童が学習していない漢字や理解すること

が困難な表現などが使われており，児童にとって難解で

ある．そのため，日々発行される膨大な記事の中から児

童自身が自分の興味や課題に適した記事を探し出すこと

が難しいという課題がある．また，教師にとっては，通

常業務に加え，NIE に適した記事の選出や記事に関する

教材研究などが必要になるため，業務負担が増加すると

いう課題がある．したがって，記事の推薦や重要語の提

示，難解な言葉の言い換えなど，児童に対する支援と

NIE に活用しやすい記事や関連・補足資料の検索・選択

など教師に対する支援が必要になる．そのため，新聞記

事に関する読解支援[2]や児童に対する記事推薦[3]などの

研究が行われている． 
本研究では，NIE を実践する教師向けの支援に注目し，

NIE に活用しやすい Web ニュース記事を地域学習 NIE の

教材として推薦するシステムの構築を目的とする．NIE
教材として良質な記事を推薦することで，教師が記事を

探す負荷を軽減し，NIE を継続的に実践するための支援

が可能と考える．本稿では，NIE に適した記事を判定す

る手法と Web ニュース推薦システムを提案する． 

2. 地域学習 NIE に適した記事 
本研究では，NIE に適した記事として，NIE ワークシ

ートに着目する．NIE ワークシートは，新聞社が独自に

作成し，Web 上に補助教材として公開しているものであ

る．NIE ワークシートを公開している新聞社は 20 社（内

地域紙 17 社）しかなく[4]，全国の小学校をカバーできな

いが，ワークシートの作成には NIE の経験が豊富な教師

の意見を取り入れていることから，教材として質の高い

記事が選ばれていると考える．また，ワークシート内の

記事を分析した結果，地元に関する生物・産業・文化に

関する記事が多く選出されることを確認している[5]． 
本稿では，NIE ワークシートに掲載された記事を学習

データに利用し，SVM（Support Vector Machine）を用い

て地域学習 NIE に適した記事を判定する手法を提案する． 

3. 地域学習 NIE に適したニュース記事の判定法 
3.1. 方針 
本研究では，NIE に適した記事の判定を文書分類によ

る二値分類タスクとして捉え，SVM を用いて記事判定す

る手法を提案する． 
SVM は，パターン識別モデルの 1 つで，ラベル付き訓

練データからラベル間の境界（超平面）を学習し，識別

したいデータと超平面の位置関係によって判定する．入

力データの形式はベクトルであり，本研究のように記事

を判定する場合，事前に記事テキストから特徴（素性）

を抽出し，その素性を要素とする文書ベクトルを各記事

に対して生成する必要がある． 
本稿では，NIE に適した記事の判定に，記事内容とそ

の読みやすさの 2 点が重要であると仮定し，2 種類の文書

ベクトルと，そのベクトルに組み合わせる 5 種類の素性

（1．形態素の意味カテゴリ，2．地域特徴語，3．リーダ

ビリティスコア，4．学習済み漢字割合，5．語彙レベル

割合）について検討する．以降，ベースになる文書ベク

トルと追加する各素性について説明する． 

3.2. 文書ベクトル（BoW，W2V） 
文書分類タスクでは，一般的に文書内の単語を基に文

書ベクトルを生成する．本稿では， BoW （ Bag of 
Words）と W2V（Word2Vec）による，2 種類の文書ベク

トルを用いる．W2V には学習済みモデル[6]を用いる． 

3.3. 形態素の意味カテゴリ(C) 
W2V は，形態素の意味を考慮したベクトルであるが，

BoW は形態素の出現のみに着目しているため，意味を考

慮したベクトルではない．そこで，形態素の意味カテゴ

リに注目する．意味カテゴリの取得には，形態素解析器

Juman++の解析結果に含まれるカテゴリ情報（22 種）と，

日本語語彙大系[7]に含まれる体言カテゴリ情報（2,840
種）を用い，それらを素性とする．なお，素性値には，

意味カテゴリごとの記事中での出現割合を用いる． 

3.4. 地域特徴語（W） 
地域特有の物事に関する記事を分類するため，地域特

徴語を用いる．本稿では，ワークシートの記事分析結果

に基づき，都道府県ごとの「特産品」「祭事」「文化

財」「工芸品」に関する特徴語を Web 上から取集し，地

域特徴語辞書を生成し，素性に利用する．そして，上記

の 4 カテゴリ毎の出現語数を素性値に用いる． 

3.5. リーダビリティスコア（R） 
記事の読みやすさを測る指標として，リーダビリティ

に注目する．本稿では，李らが提案したリーダビリティ

公式[8]によって算出されるリーダビリティスコアを素性

値に利用する．なお，リーダビリティスコアは，難解な

テキストほど低くなる． 

3.6. 学習済み漢字割合（K） 
李らのリーダビリティスコアは，品詞や語種といった

形態素情報のみから読みやすさを測る指標であり，小学

生が対象という観点を考慮したものではない．そこで，

小学生に対する文字単位での難易度として，小学生が学
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習済みの漢字が記事中に含まれる割合を素性に利用する．

文部科学省が公開している学年別漢字配当表[9]を用いて，

学年毎の学習済み割合を算出し，その値を素性値とする． 
3.7. 語彙レベル割合（G） 
新聞記事に含まれる小学生にとって難解な表現は，小

学校での NIE 教材の判定に重要であると考えられる．そ

こで本稿では，語彙ごとの難易度を素性に用いる．語彙

ごとの難易度は，日本語教育語彙表[10]から取得する．

日本語教育語彙表は，日本語教育上の語彙レベルを 6 段

階で表したものであり，約 18,000 語の語彙レベルが収録

されている．本稿では，語彙レベルごとの出現割合を素

性値に用いる． 

4. 評価実験 
提案手法の有効性を確認するため，2 種類の文書ベク

トルに 5 つの素性を組み合わせ，10 分割交差検証により

判定性能を評価する．評価値として，適合率，再現率，F
値を利用する．本研究では判定の正確さを測るため，適

合率を特に重視する． 
データセットには，NIE に適した記事として，神戸新

聞社，静岡新聞社，中日新聞社，南日本新聞社の NIE ワ

ークシートの記事を，NIE に適さない記事として，それ

ぞれの新聞社の Web ニュース記事を人手（1 人）で判断

した記事から任意選択したものを利用し，計 646 記事

（正例 323，負例 323）を用いる． 
SVM のパラメータは，C∈[10,102,103],γ∈[10-3,10-4]の

組み合わせの中からグリッドサーチによって決定する． 
実験結果の内，適合率が高かった組み合わせ 10 件と，

文書ベクトルのみの結果（BoW）を表 1 に示す．表 1 よ

り，提案手法は，最大 93.9%の適合率で NIE に適した記

事を判定できることを確認した．適合率上位 10 件におけ

る素性の組み合わせから，W2V と語彙レベル素性が特に

有効であることを確認した． 

表 1：適合率で整列した評価結果の上位 10 件 

素性 適合率 再現率 F値 適合率 再現率 F値 正解率
W2V+G 0.939 0.913 0.925 0.915 0.941 0.927 0.927
W2V+KG 0.937 0.927 0.932 0.925 0.937 0.931 0.932
W2V+RG 0.937 0.913 0.924 0.914 0.937 0.925 0.926
W2V+GW 0.936 0.920 0.927 0.920 0.939 0.929 0.929
W2V+RGW 0.936 0.917 0.926 0.917 0.939 0.927 0.927
W2V+RKG 0.934 0.916 0.924 0.917 0.935 0.925 0.926
W2V+KGW 0.933 0.927 0.930 0.924 0.936 0.929 0.930
W2V+RKGW 0.933 0.925 0.928 0.922 0.936 0.928 0.929
W2V+R 0.930 0.913 0.921 0.914 0.933 0.923 0.923
W2V 0.930 0.918 0.923 0.920 0.934 0.926 0.926

BoW 0.920 0.884 0.901 0.889 0.923 0.905 0.904

正例 負例

 

5. Web ニュース記事推薦システム 
提案システムのインタフェースについて説明する．提

案システムは，記事判定部と記事提示部の 2 つで構成さ

れる．記事判定部では，Web ニュースを収集し，提案手

法で NIE に適しているかどうかを判定し，適していると

判断した記事とその判定スコアを推薦記事 DB に格納す

る．記事提示部では，教師に NIE に適した記事を図 1 の

ように都道府県別に提示する．教師が目的の記事を探し

やすくするために，「生物」「産業」「文化」などの記

事内容に応じた絞り込み機能，任意の文字で記事を探せ

る検索機能等も持つ． 

 
図１：記事一覧ページ 

6. まとめ 
本稿では，記事が地域学習 NIE に適しているかを SVM

で判定する手法と地域学習 NIE に適した記事を小学校教

師に推薦するシステムについて提案した．評価実験によ

り，提案手法は，10 分割交差検証において 93.9%の適合

率で，NIE に適した記事を判定できることを確認した．

今後は，提案手法がより多様な地域の記事も判定できる

か確認するとともに，実際の教育現場での有効性を検証

し，システムを改善する． 
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